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立候補役員名
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理事

（ふりがな） みやざわ　ひでお 男 西暦

氏名 宮澤　英雄 女 1971年2月21日

勤務先名

会員番号 2587 市町村

主な活動歴

立候補理由・
抱負

推薦者-① 佐々木　政人 会員番号 15834

推薦理由

推薦者-② 鹿内　輔 会員番号 26991

推薦理由

推薦者-③ 島田　朋奈 会員番号 30413

推薦理由

性別 生年月日 年齢 　　　43歳

みやざわ社会福祉士・行政書士事務所

帯広市

1995年　社会福祉士登録、日本社会福祉士会入会（神奈川県社会福祉士会所属）
1998年　転職により本会に異動。以後、十勝地区支部幹事・会計・事務局長、旧道東地区支部事務局
長を歴任。現在　十勝地区支部副支部長（３期目）
2004年～現在　本会企画総務委員会委員
2006年～現在　南十勝障害支援区分認定審査会委員に派遣
2007～2010年　日本社会福祉士会綱紀委員会委員に派遣

「なぜ社会福祉士会に入ったの？」　多くの会員に問いかけながら、自身にも問うことがあります。い
ま、本会の組織率は約22％であり、年を追うごとに低下している、本当に危機状況（危機的を既に通り
過ぎた状況）です。なぜ５人に４人もの社会福祉士が、本会に入会しないのでしょう？
私が転職で十勝に戻った時、清野光彦副会長のお誘いで本会の活動に携わったのをきっかけに、白
戸一秀並びに奥田龍人両元会長から各種委員に推挙され、さまざまな方と出会い、貴重な経験をす
ることができました。これらの人脈や情報・経験は、有形無形に私の職務に活かされています。私が今
日あるのは、本会諸先輩方の導きによるところが大きく、同じような経験をぜひ後進にも、と願ってい
ます。
全道の７地区支部が主体となって、会員同士がお互いの顔が見える圏域でつながり、可能な限り多く
の会員が事業運営に参画する機会を作り出し、多数の知恵を結集することで、この危機状況は必ず
打破できると信じます。各地区支部と道本部の相乗的な発展のため、微力ながら理事に立候補いたし
ます。

宮澤英雄氏は、十勝地区支部での会務運営を長きに渡り、多様な視点と行動力で支えて来られまし
た。これまでに、地区支部の役員としてご尽力いただき、副支部長としての活動と北海道社会福祉士
会における企画総務委員を務め、地区支部の枠を超えて、北海道社会福祉士会の存在価値や発展
を常に考えて居られます。
社会福祉士の倫理綱領と行動規範を理解し、これまでに獲得した知識や経験そして技術を惜しみなく
発揮され、十勝の会員に限らず地域にとっても必要な存在です。
十勝では、的確な意見と状況判断を兼ね備え、各会員からも信頼される存在であり、よき理解者で
す。また、福祉への想いを誰よりもお持ちであり、個人としても様々な資格を取得され自己研鑽する情
熱的な方です。
この度、十勝地区支部を代表して、地区支部選出理事候補に宮澤英雄氏を推薦させていただきま
す。

宮澤英雄氏は長年当地区支部会務にご尽力いただき、今期も副支部長兼事務局として決断を求めら
れる事案から事務作業に至る幅広い面で数多くの的確なアドバイス・ご協力を頂き、十勝になくてはな
らない方であると確信します。
また、北海道社会福祉士会における企画総務委員や他地区支部との連携にも継続して関わって頂
き、他地域からの信頼も厚く、多くの方に頼られる人材です。
社会福祉士としての価値・倫理観を常に考えながら行動され、その姿勢は後進の会員にも多くの影響
を与え、常にクライエントに寄り添った支援を実践されています。
十勝でも数少ない独立型社会福祉士として十勝の未来・社会福祉士の未来双方の視点を持ちつつ
日々ご活躍されています。
以上の事から、この度の地区支部選任理事候補者として、宮澤英雄氏が適任であると判断し、宮澤
氏を推薦いたします。

宮澤会員は、長年、十勝地区支部の活動に尽力し、会活動の運営、研修会等の企画・運営など、地
区支部の中心的役割を担っております。また、独立型の社会福祉士として、福祉分野の知識、経験が
豊富であり、常に自己研鑽を怠らない姿勢も地区支部選出理事としてふさわしいと考え、ここに推薦
いたします。


